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朝 六つの 橋 を、 その 明 方に 渡った —— この 橋の ある 

ところ あそ うづ 

処は、 いま 麻生津 という 里で ある。 それから 三 里ば 

たけ ふ なつかし はくさん 

かりで 武 生に 着いた。 みちみち 可 懐い 白山に わかれ、 

ひ の みね みたけ やまふところ 

日野ケ 峰に 迎えられ、 やがて、 越 前の 御嶽の 山懐に 

抱かれた 事 はいう まで もなかろう。 —— 武生は 昔の 

府中で ある。 

おうみ くにざかい す さま 

その 年 は 八月 中旬、 近 江、 越 前の 国境に 凄じい 

やまつなみ でみず つるが そ こ 

山 嘯の 洪水が あって、 いつも 敦賀 II 其処から 汽車 

ゆ かすが のと うげ 

が 通じていた —— へ 行く 順路の、 春 日 野 峠を越え て、 

たいら おお ひだ やま そば きりぎし しんみち 

大良、 大日 枝、 山蛆を 断睚の 海に 沿う 新道 は、 崖く ず 

ふさが 

れ のために、 全く 道の 塞 つた 事 は、 もう 金 沢 を 立つ 時 



洪水に 松の 並木 も 倒れた。 ただ 畔 のよう な 街道 端まで、 

福 井の 車夫 は、 笠 を 手に して 見送りつつ、 われさえ 指 

す 方 を 知らぬ 状ながら、 式ば かり 日に やけた 黒い 手 を 

しらくも ゆくて 

挙げて、 白雲の 前途 を 指した。 

秋の はじめの、 空 は 晴れつつ、 熱い 雲の み 往来して、 

田に 立つ 人の 影 もない。 稲 も、 畠 も、 夥多し い 洪水の 

あとで ある。 

道 を 切って、 街道 を 横に 瀬 をつ くる、 流に 迷って、 

根 こそぎ 倒れた 並木の 松 を、 丸木橋と より は，. I 伐に 蹈 

くるまや てび さし 

んで、 心細 さに 見返る と、 車夫 はなお 手廂 して 立って 

いた。 



翼 をいた めた 燕 の、 ひとり 地 ずれに 迪 るの を、 あわ 

れ がって、 去り あえず 見送って いたのであろう。 

たださえ 行 悩む のに、 秋 暑し という 言葉 は、 残暑の 

きび 

酷し さより 身に こたえる。 また 汗の 目に、 野 山の 赤い 

まで 暑かった。 洪水に は 荒れても、 稲葉の 色、 青菜の 

影ば かり はあろう と 思う のに、 あの 勝 山と は、 まるで 

た， ま _ こ， またけ 

方角が 違う もの を、 右 も 左 も、 泥の 乾いた 煙草 畑で、 

喘ぐ 息 さえ 舌に 辛い。 

祖母が 縫って くれた 鞫 代用の 更紗の 袋 を、 斜 つかい 

に 掛けた ばかり、 身 は 軽い が、 そのかわり 洋傘の 日影 

も 持たぬ。 



紅葉 先生 は、 その 洋傘が 好きでなかった。 遮らな 

ければ ならない 日射 は、 扇子 を 翳された ものである。 

従って、 一門の 誰かれ が、 大概 洋傘 を 意に 介し ない。 

連れ て 不 忍の 蓮 見から、 入 谷 の 朝顔な ど と い うみぎ リ 

は、 一杯 のんだ 片頰の 日影に、 揃って 扇子 を かざした 

ので ある。 せず ともい い 真似 をして。 …… 勿論、 蚊 を 

いや、 蚊帳 を 曲して 飲む ほどの ものが、 歩行く に 日よ 

け をす る わけはない。 蚊帳の 方 は、 まだし かし 人ぎ き 

も 憚る が、 洋 まの 方は大 威張で 持たずに 済んだ。 

神楽 坂 辺 をのす のに は、 なるほど (なし) で 以て 事 

は 済む の だけれ ども、 この 道中に は 困却した。 あまつ 



さえ …… その 年 は 何処も 陽気が 悪かった ので、 私 は 腹 

を 痛めて いた。 祝儀ら しい 真似 もしない 悲し さに は、 

柔 い 粥と も 訛え かねて、 朝 立った 福 井の 旅籠で、 む 

ぎ わ ところ 

れ 際の 飯 を 少しば かり。 しくし く 下腹の 痛む 処へ、 

でみず からでり しん とりうちぼう しな 

洪水の あとの 乾旱は 真に こたえた。 鳥 打帽の 皺び た 上 

へ 手拭の 頰 かむ りぐ らいで は 追 着かない、 早 や 十月の 

声 を 聞いて いたから、 護身 用の 扇子 も 持たぬ。 路傍に 

藪 はあって も、 竹 を 挫き、 枝 を 折る ほどの 勢，. もない 

たまえ あし あさぬ ま 

から、 玉 江の 蘆 は 名のみ 聞く、 …… 湯の ような 浅 沼の 

蘆 を 折 取って、 くるくると まわしても、 何、 秋風が 吹 

くもの か。 



て 引返す ので ある。 

かきだ 

留守に 念 も 置かないで、 そのまま 駕籠 を舁 出した。 

「おお、 あんばいが 悪いだ ね、 冷えて はなん めえ。」 

こだち おろ 

樹立の 暗くな つた 時、 一度 下して、 二人して、 二人が 

夜道の 用意 をした、 どんつ くの 半纏 を 駕籠の 屋根に つ 

あて 

けたの を、 敷かせて、 一枚。 一枚、 背中に 当が つて、 

なさけ 

情 に 包んでくれ たので ある。 

見 上ぐ る 山の 3 ぎ膚 から、 清水 は 雨に 滴って、 底 知れ 

こずえ くもで そば 

ぬ 谷 暗く、 風 は 梢 に 渡りつ つ、 水 は 蜘蛛 手に 蛆を 走つ 

て、 駕籠 は 縦に なって、 雲 を 仰ぐ。 

さきぼう おやじ ひとやま とち 

前 棒の 親 仁が、 「この 一 山の、 見さつ せえ、 残らず 栃 



いっか か なな かか しんしん 

の 木の 大木で や。 皆 五 抱え、 七 抱え じ や。」 「森々 とし 

あとぼう ことば 

たもんで がんしょうが。」 と 後 棒が 言 を 添える。 「い 

かな 日に も、 は あ、 真夏の 炎天に も、 この 森で 一度 雨 

しず く あいじま 

の 降らぬ 事 はねえ のでの。」 清水の I 卞 かつ 迫り、 藍 縞 

あわせ そで すみぞめ ぇリ 

の 袷 の 袖 も、 森林の 陰に 墨染 して、 襟 はおの ずから 寒 

かった。 II 「加州 家の 御 先祖が、 今の 武 生の 城に ご 

ざら しった 時から、 斧 入れず での。 どういう もの か、 

うち こ こ ひとやま か が 

はい、 御 維新 前まで、 越 前の 中で、 此処 一山 は、 加賀 

領で ござった よ —— お前 様、 なつかしかん ベい。」 「い 

や、 僕は些 とで も 早く 東京へ 行きた いんだよ。」 「お 若 

いで、 えらい 元気 じ やの。 …… はいよ。」 「おいよ。」 と 
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